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2 Fa-4　　　　体表近似展開図を利用した衣服デザイン・製作の試み

　　　　　　　石垣　理子　　（昭和女大）

　【目的】衣服設計のための研究実験データ看実際の衣服デザインに生かすひとつの試み

　として、本来体型観察などを目的とする体表展開図を、衣服デザインの発想の手掛かり

　とするとともに衣服パターンとしても直接利用することで、新しい衣服製作の牛法の可
　能性について検討した。

　【方法】スライディングゲージにより体幹部の3 次元データを採取し、tan形を１単位

　（t:-ス）とした胴部および腰部原型風の体表近似展開図をパーソナルコンピュータで

作成する。これを基本として各ヒースの位置関係を変える’ことなく、視覚的効果を考慮

して接続のバリエーションを作成し、衣服デザインおよびパターンとして利用した。実

際の手順は次のようである。①あらかじめ2 次元でヒースの接続バリエーションを考えて

おく。②それをもとにデザインをおこす。③デザインに合わせ必要があれば、ヒースの接

続法に修正を加え衣服用のパ9 -ンを作成する。④代表的であると思われる数点について、
実際に衣服作品として製作を行う。

　【結果】今回の方法を用いることで、次のような利点か考えられる。

　1.基本となる体表展開図が体型の情報を豊富に含んでいることから、①補正の必要が殆

　どない。②高度な専門知識かなくても衣服パ9 ーンとしての利用が可能である。③体型差

　による特別な配慮をしなくても、同じデザインのパ9 ーンが比較的容易におこせる。

　2.四角形の接続バリエーションというデザインソースがあることで、衣服デザインと

　してのアイデアに結びっきやすい。

2 Fa－5 バストを寄せて上げるブラジャーの効果

　　　　　　　　　　福渾　素子　　　（福岡教育大学）

　【目的】ここ数年、女性の下着も急速に注目されるようになり、雑誌への掲載はもち

ろんテレビでも少々露出度も考えさせるようなシーンのコマーシャルも放映されてい

る。そのような中で、「バストを寄せて上げるブラジャー」が話題となり、業界でも

売り上げを伸ばしている。今回はこの「寄せて上げるブラジャー」に注目し、これら

のブラジャ―と従来のブラジャーとを比較し効果の違いを検討した。

　【方法】上記の中で特に人気のあったブラジャー３点と、従来のブラジャー^点の計

４点を使用し、着用後のバストの水平の断面形状を計測しバストの深さ・バストポイ

ントの間隔や高さを求めた。さらに、水平断面図を使って、左右の前肢点を通る垂直

断面を基準としてバストの厚みを1 cm単位で計測し平面上に等高線で表わすことを試

み「バストの等高線図」を作成し、正面から見たときのバストの形の測定を行った。

　【結果】スライディングゲージを用いた水平断面図による測定の結果から、従来のブ

ラジャーと寄せて上げるブラジャーのバストの深さ・高さなどは数値上顕著な違いは

認めらなかった。しかし、今回作成した「バストの等高線図」から、ブラジャーを着

用することでバストにかかる力の加わり方の違いが明らかとなり、バストの深さや高

さの違いはもちろのこと、「形や大きさ」「谷間のでき具合」「ボリューム感」「バ

ストの流れ」などバストの様子が具体的に視覚的にとらえることできた。
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